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台風被害拡大 営農に支障

八
月
の
相
次
ぐ
台
風
に
り
、
白
糠
町
で
は

庶
路
と
道
東
道
庶
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

結
ぶ
道
道
上
庶
路
庶
路
停
車
場
線
が
、
庶
路

川
の
氾
濫
で
道
路
が
約
３
０
０
ｍ
に
わ
た
り

決
壊
し
、
現
在
も
通
行
止
め

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
為
、
庶
路
地
区
の
集

乳
業
務
を
は
じ
め
と
す
る
営

農
や
日
常
生
活
に
係
る
車
輌

は
道
東
道
白
糠
Ｉ
Ｃ
〜
庶
路

Ｉ
Ｃ
〜
阿
寒
Ｉ
Ｃ
（
無
料
区

間
）
使
用
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
は
迂

回
路
が
整
備
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
四
地
区
に
お
け
る

牛
舎
施
設
等
の
損
壊
、草
地
・

デ
ン
ト
コ
ー
ン
畑
へ
の
土
砂

流
入
や
流
出
、
冠
水
被
害
も

多
発
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
以
上
被
害
が
拡
大
し

な
い
よ
う
現
地
の
状
況
に
応

じ
た
復
旧
処
置
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
粗
飼
料
不

足
や
牛
の
体
調
管
理
へ
の
影

響
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

白糠地区の草地冠水

白糠地区のデントコーン畑の土壌流出 音別地区の損壊した育成舎

〜相次ぐ台風 被害は甚大〜

台
風
等
に
よ
る
被
害
報
告

台風７号等による施設・草地等被害状況（８月31日調べ）

罹災農場数（戸）
鶴　居 幌　呂 白　糠 音　別 合　計
３３ ２１ ４６ ２０ １２０
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八
月
二
十
日
（
土
）、
釧
路
市
大
楽
毛
・

釧
路
農
協
連
共
進
会
場
で
、
釧
路
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

管
内
６
Ｊ
Ａ
か
ら
合
計
82
頭
、
う
ち
当

Ｊ
Ａ
か
ら
40
頭
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
牛
が
集

ま
り
資
質
を
競
い
ま
し

た
。
審
査
員
は
、
北
海

道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
農
業

協
同
組
合
の
稲
山
智
明

氏
が
務
め
、
各
部
の
審

査
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定

審
査
で
は
、
リ
ザ
ー
ブ

シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
音
別
、
㈱
敬
和
フ
ァ

ー
ム
の
出
品
牛
Ｋ
Ｗ
Ｆ 

サ
ン
チ
エ
リ
ア
ダ
ー

ハ
ム
ビ
ユ
ー
（
第
₁₆

部
成
年
ク
ラ
ス
）
が
選

ば
れ
る
な
ど
、
当
Ｊ
Ａ

出
品
牛
は
各
部
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

牛
群
審
査
優
秀
農
家

表
彰
式
で
は
、
当
Ｊ
Ａ

か
ら
７
農
場
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

尚
、
主
な
入
賞
牛
及

び
出
品
者
並
び
に
受
賞

者
は
表
の
と
お
り
で
す
。

乳
用
牛
の
体
型
・
資
質
等
を
競
う

～
平
成
二
十
八
年
度 

釧
路
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
～

審査員：稲山 智明 氏

部 順位 名　　号 出 品 者（地区）

Ｊ部 2-1 ＫＷＦ　サンチエシテイー　チツプ　ビユー　ＥＴ 本 間 巧 斗（大学１年）(株)敬和ファーム（音白）

１部
1-1 エメラルド　ローリン　スパークコース 松　田　浩　二（音白）
2-1 ＶＳツリー　デルデ　ストーン 對　木　賢　雅（音白）

２部
2-1 ＭＳ　Ｊ　ブロカウ　アン　センビユー　ＥＴ 松　下　雅　幸（鶴居）
2-2 Ｓ．　Ｐ　ウオーリー　ロメオ　リツキー (農) 高 橋 農 場（鶴居）

３部
1-1 ＫＷＦ　センビユー　アツトウツド (株)敬和ファーム（音白）
2-2 ヒシヌマフアーム　キヤスター　フイー　チエン (有)菱沼ファーム（鶴居）

４部 2-1 ＴＭＦ　アツト　ライブリー　ハイ　エピソード　ＥＴ 安　藤　　　功（鶴居）

５部
1-1 パインヘイブン　マタドーア　スパクリン　ルシフアー 松　井　俊　治（鶴居）
2-1 ＯＰ　シーダーローン　ブラゼル　アンコ 植　田　紘　史（鶴居）
2-2 Ａ　マチムラ　アールチエ　アツト　メメ 安　藤　　　功（鶴居）

６部 2-1 トミー　サンチエス　ブレツシング (農) 清 和 農 場（鶴居）
７部 2-1 ＯＰ　エムビービー　ラブリー　カウ 植　田　紘　史（鶴居）
８部 2-2 ＴＫＳ　ミノル　マツクス　アンコール 清　水　武　志（鶴居）

９部
1-2 Ｓ.Ｐ　メルマン　シド　ガイム (農) 高 橋 農 場（鶴居）
2-1 ＫＷＦ　アンソニー　タラ　ブローカウ　ＥＴ (株)敬和ファーム（音白）

13部 1-1 ＫＷＦ　ストーム　ヘズダ　デイリス (株)敬和ファーム（音白）

部 順位 名　　号 出 品 者（地区）
13部 2-1 ヘイチヤン　スターブライト　ゴールド　Ｄ　ロジー　ＥＴ (合)伊深ファーム（音白）
15部2-1 エメラルド　ローリン　フイーバー　エスト　フタゴ 松　田　浩　二（音白）
16部2-1 ＫＷＦ　サンチエリア　ダーハム　ビユー (株)敬和ファーム（音白）
17部       
（牧場
牛群）

２
等
賞

ＫＷＦ　アンソニー　タラ　ブローカウ　ＥＴ
(株)敬和ファーム（音白）ＫＷＦ　ストーム　ヘズダ　デイリス

ＫＷＦ　サンチエリア　ダーハム　ビユー

平成２８年度 牛群審査優秀農家表彰　受賞者
賞 受　賞　者 対象牛（頭）

最優秀賞 井　上　元　嗣 1

優 秀 賞 植　田　紘　史 4

優 秀 賞 菊　地　栄　司 1

優 秀 賞 増　田　慶　一 1

優 秀 賞 松　下　雅　幸 2

優 秀 賞 (農) 高 橋 農 場 1

優 秀 賞 ㈲菱沼ファーム 1

釧 路 ホ ル ス タ イ ン 共 進 会 　 入 賞 牛 一 覧
リザーブシニア チャンピオン ＫＷＦ サンチエリア ダーハム ビユー ㈱敬和ファーム（音白）
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歴
史
あ
る
馬
文
化
の
継
承

地
域
馬
産
の
活
性
化
を
目
指
し
て

～
第
４
回　

釧
路
輓
馬
大
会
～

重量馬の決勝レース（第２障害）

力強く駆ける輓馬（第２障害手前）

スタートダッシュを決めるポニー輓馬

八
月
二
十
八
日
、
釧
路

市
大
楽
毛
神
記
念
公
苑
特

設
輓
馬
会
場
で
、
第
４
回

釧
路
輓
馬
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

釧
路
輓
馬
大
会
実
行
委

員
会
主
催
、
阿
寒
馬
事
振

興
会
・
釧
路
丹
頂
農
協
馬

事
振
興
会
後
援
で
、
全
道

各
地
か
ら
輓
馬
45
頭
、
ポ

ニ
ー
54
頭
、
う
ち
当
Ｊ
Ａ

か
ら
輓
馬
２
頭
、
ポ
ニ
ー

１
頭
が
出
場
し
ま
し
た
。

ソ
リ
に
積
む
積
荷
重
量

は
30
㎏
（
ポ
ニ
ー
）
か
ら

９
０
０
㎏
（
輓
馬
）
ま
で

種
目
ご
と
に
決
め
ら
れ
て

お
り
、
山
（
第
１
、
第
２

障
害
）
が
二
つ
あ
る
コ
ー

ス
を
馬
が
ソ
リ
を
ひ
き
な

が
ら
力
や
速
さ
を
競
い
ま
し

た
。競

技
種
目
は
、
一
才
輓
馬

か
ら
ポ
ニ
ー
輓
馬
、
重
量
馬

な
ど
種
目
別
に
19
レ
ー
ス
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に

く
の
雨
模
様
で
し
た
が
馬
主

や
ご
来
場
の
皆
様
か
ら
は
、

力
強
く
駆
け
る
ポ
ニ
ー
や
輓

馬
の
雄
姿
に
、
温
か
い
声
援

と
拍
手
が
送
ら
れ
、
大
会
は

盛
会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

競　技　結　果

レース競技種目 重量 順位 名　　　号 出 品 者（地区）

5 三流馬 500㎏ １位 フジカチドキ 松井 紀行（幌呂）

6 二流馬 550㎏ １位 ハイセイウン 田中 光儀（鶴居）

13 ポニー
輓馬E 60㎏ 着外 モ リ ヒ メ 森 重太郎（音別）
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貴 重 な 酪 農 実 習 体 験 を 終 えて
※日本獣医科学大学の学生を８月〜９月にかけ、　
　連携協定の一環として３農場に受け入れました。

私
は
こ
の
三
週
間
の
間
に
大

学
生
活
で
は
得
ら
れ
な
い
非
常

に
多
く
の
こ
と
を
身
を
も
っ
て

学
び
ま
し
た
。

ま
ず
は
生
き
物
を
扱
う
仕
事

の
厳
し
さ
で
す
。
酪
農
家
の
商

売
道
具
は
牛
で
あ
る
た
め
１
日

た
り
と
も
休
む
こ
と
は
許
さ
れ

ず
、
常
に
牛
の
状
態
に
気
を
配

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

酪
農
家
か
ら
見
た
天
候
不
順

も
私
に
は
大
き
な
衝
撃
で
し
た
。

普
段
の
消
費
者
の
私
で
あ
れ
ば
、

天
候
不
順
と
聞
け
ば
不
作
で
野

菜
の
値
が
上
が
る
程
度
の
認
識

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
酪
農
家
か
ら
見
れ

ば
、
天
候
不
順
は
デ
ン
ト
コ
ー

ン
や
牧
草
と
い
っ
た
飼
料
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
は

な
く
、
牛
達
の
体
調
面
に
ま
で

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
金
銭

面
へ
の
影
響
も
免
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
言
わ
れ
て
み
れ
ば
当
然

の
こ
と
で
す
が
、
生
産
者
か
ら

の
視
点
を
持
た
な
い
私
に
は
気

づ
け
な
か
っ
た
こ
と
で
し
た
。

実
習
で
は
、
現
場
に
立
つ
こ

と
で
他
に
も
多
く
の
こ
と
を
学

び
、
気
づ
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
私
は
こ
の
楽
し
く
も
、
苦

し
く
も
あ
っ
た
経
験
を
こ
の
先
、

社
会
に
出
た
際
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
こ
の
夏
、
㈲
協
栄
農
場

さ
ん
で
23
日
間
実
習
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

酪
農
実
習
を
希
望
し
た
理
由

は
、
酪
農
を
体
験
し
、
よ
り
酪

農
に
つ
い
て
知
り
た
か
っ
た
か

ら
で
す
。
初
め
は
慣
れ
な
い
力

仕
事
や
初
め
て
見
る
機
械
の
使

い
方
等
わ
か
ら
な
い
事
ば
か
り

で
し
た
。
慣
れ
て
く
る
と
、
少

し
ず
つ
周
り
を
見
れ
る
よ
う
に

な
り
、
わ
か
ら
な
い
事
は
質
問

す
る
事
を
心
掛
け
ま
し
た
。
そ

ん
な
質
問
に
も
わ
か
り
や
す
く

教
え
て
下
さ
っ
た
お
か
げ
で
、

日
に
日
に
新
し
い
知
識
が
増
え

て
い
き
、
充
実
感
を
味
わ
い
な

が
ら
実
習
が
出
来
ま
し
た
。
従

業
員
の
方
々
を
含
め
、
多
く
の

皆
様
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
こ
の
実
習
で
し
か

出
来
な
い
様
々
な
事
を
体
験
し
、

こ
の
実
習
を
糧
に
今
後
も
成
長

し
て
い
き
た
い
で
す
。

最
後
に
、
実
習
期
間
に
住
み

込
み
を
さ
せ
て
頂
い
た
藤
澤
夫

妻
と
、
担
当
し
て
頂
い
た
才
田

さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
に

感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

受
入
先
・
斉
藤
和
弘
農
場

受
入
先
・
㈲
協
栄
農
場

日本獣医生命科学大学
動物科学科３年

尾 形 宗 信　君

日本獣医生命科学大学
動物科学科３年

福 原 巧 馬　君
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八
月
二
十
四
・
二
十
五
日
の

両
日
、
江
別
市
で
全
道
Ｊ
Ａ
野

球
大
会
が
開
催
さ
れ
、
七
年
ぶ

り
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
野
球
部
は
、
一
回
戦

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
と
対
戦
し
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
た
全

員
野
球
に
よ
り
見
事
８
対
２
で

初
戦
を
突
破
し
ま
し
た
。

続
く
二
回
戦
は
Ｊ
Ａ
き
た
そ

ら
ち
と
対
戦
し
、
チ
ー
ム
一
丸

と
な
り
試
合
に
挑
み
、
ど
ち
ら

も
譲
ら
ぬ
一
進
一
退
の
攻
防
の

末
、
惜
し
く
も
１
対
３
で
苦
杯

を
喫
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
声

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
道
大
会
で
の
経
験
を
糧
に
、

今
後
の

業
務
に

生
か
し

て
参
り

ま
す
。

八
月
九
日
、
当
Ｊ
Ａ
で
牛
舎
設
計
基
礎
勉

強
会
が
開
催
さ
れ
、
村
内
の
酪
農
関
係
者
25

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

根
釧
農
業
試
験
場
堂
腰
顕
研
究
主
幹

が
「
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
（
搾
乳
ロ
ボ
ッ

ト
牛
舎
含
む
）
設
計
の
基
礎
や
設
計
を
考
え

る
際
に
留
意
す
べ
き
点
に
つ
い
て
」
講
演
し
、

参
加
者
か
ら
は
具
体
的
な
質
問
が
多
く
出
さ

れ
、
意
義
あ
る
勉
強
会
と
な
り
ま
し
た
。

全
道
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
出
場

～
初
戦
突
破
!!
健
闘
す
る
～

牛
舎
設
計
基
礎
勉
強
会
開
催

～
設
計
の
基
礎
・
留
意
点
を
学
ぶ
～

私
は
、
音
別
町
の
㈱
敬
和
フ

ァ
ー
ム　
成
田
純
哉
さ
ん
宅
へ

八
月
十
八
日
か
ら
酪
農
実
習
に

入
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

実
習
前
、
初
の
北
海
道
と
い

う
地
に
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。

作
業
が
始
ま
り
、
初
め
て
掴

ん
だ
の
が
、
ワ
ラ
な
ど
を
移
動

さ
せ
る
為
に
使
う
フ
ォ
ー
ク
で

初
め
て
牛
の
糞
出
し
を
し
ま
し

た
。
大
学
で
は
畜
産
の
こ
と
も

学
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
現
場

の
作
業
は
初
め
て
の
事
ば
か
り

で
毎
日
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
お

手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
年
は
台
風
や
雨
の
日
が
多

か
っ
た
た
め
、
牛
へ
の
負
担
が

大
き
く
、
乳
房
炎
や
乳
量
減
少

に
繋
が
っ
て
い
る
と
教
え
て
頂

き
ま
し
た
。

人
や
動
物
は
自
然
の
中
で
生

か
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
強
く
感

じ
、
自
然
と
対
峙
す
る
酪
農
家

の
苦
労
や
努
力
を
間
近
で
感
じ

ま
し
た
。

牛
乳
の
生
産
は
酪
農
家
の
並 

々
な
ら
ぬ
苦
労
の
賜
物
で
、
こ

の
実
習
で
体
験
し
た
事
は
都
心

で
は
味
わ
え
ず
、
途
中
、
体
調

を
崩
し
た
た
め
満
足
で
き
る
実

習
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、 

〝

大
変〟

と
い
う
字
の
ご
と
く

自
分
が
大
き
く
変
わ
れ
た
そ
ん

な
貴
重
な
期
間
で
し
た
。

受
入
先
・
㈱
敬
和
フ
ァ
ー
ム

日本獣医生命科学大学
動物科学科３年

田 邊 雄 大　君

講師：堂腰 顕 氏

（鶴居本所にて）

奮闘した髙野主将
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■平成28年度 　生乳生産実績（8月）
月計乳量（kg） 8月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,313,299.3 97.3 43,508,474.1 102.0
（鶴居地区） 2,885,175.8 98.2 14,818,471.0 101.1
（幌呂地区） 2,225,186.5 99.9 11,550,717.6 104.1
（白糠地区） 1,716,877.5 96.4 9,069,294.0 100.7
（音別地区） 1,486,059.5 93.3 8,069,991.5 102.0

管 内 計 45,271,327.7 99.9 232,117,953.8 103.4
（前年度管内計） 45,301,390.3 224,517,956.7

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□  デントコーンなど、これから粗飼料の収穫も大詰めを迎える時期となりま
す。今年の夏の日照不足、長雨、たて続けに到来した台風の影響等、様々
な要因が重なり収量や栄養成分の評価が心配ですが、評価値が平年以下で
あってもそれを補うための技術は様々あると思われますので、今あるもの
これから利用するものを有効に活用しつつ、良質粗飼料給与に向け最善を
尽くしてまいりましょう。

理　事　会　報　告
８月定例理事会　平成28年８月29日（月）

報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．７月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．内部審査の結果について
６．理事に対する資金の貸付報告について

付議事項�
議案第１号　�組合員の加入申込について
議案第２号　融資の承認について
議案第３号　諸規程等の制定について
議案第４号　諸規程等の一部変更について
　※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項�
１．�当面の業務日程について

辞　　令　　発　　令
氏　　名 新　所　属 旧　所　属

眞　鍋　隆　宏 白糠支所　営農課営農係 白糠支所　金融共済課金融共済係

（平成28年９月１日付）



釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

■
編
集
発
行 

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

—
V
O
L
・
108—
平
成
28
年
9
月
発
行

■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

今
年
の
夏
は
、
高
温
多
湿
な
気
候

が
続
き
、
牛
に
と
っ
て
も
人
に
と
っ

て
も
厳
し
い
環
境
で
し
た
。

サ
ル
モ
ネ
ラ
症
は
年
間
を
通
し
て

発
症
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
夏
の
疲
れ

が
出
る
秋
は
免
疫
力
が
低
下
す
る
た

め
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

サ
ル
モ
ネ
ラ
症
予
防
対
策
の
ポ
イ

ン
ト
は
「
菌
の
侵
入
防
止
」
と
「
菌

の
拡
散
防
止
」
で
す
。

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
の
侵
入
を
防
止
！

農
場
内
に
感
染
源
を
も
ち
こ
ま
な

い
た
め
の
対
策
を
し
ま
す
。

①
農
場
入
口
に
消
石
灰
を
撒
布

タ
イ
ヤ
一
周
に
、
し
っ
か
り
付
着

す
る
よ
う
三
ｍ
以
上
の
長
さ
で
消
石

灰
を
撒
布
し
ま
す
。

②
牛
舎
入
口
に
消
毒
槽
を
お
く

消
毒
槽
に
使
う
消
毒
薬
に
は
、
ビ

ル
コ
ン
Ｓ
や
消
石
灰
な
ど
有
機
物
が

混
入
し
て
も
効
果
が
低
下
し
に
く
い

も
の
が
お
薦
め
で
す
。

③
牛
舎
入
口
に
防
鳥
ネ
ッ
ト
等
設
置

防
鳥
ネ
ッ
ト
等
を
使
い
、
牛
舎
内

に
カ
ラ
ス
や
ネ
ズ
ミ
な
ど
が
侵
入
し

に
く
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
を
広
げ
な
い
！！

農
場
内
で
菌
を
拡
散
さ
せ
な
い
た

め
の
対
策
を
行
い
ま
す
。

①
飼
槽
・
水
槽
の
衛
生
管
理

経
口
感
染
を
防
ぐ
た
め
飼
槽
や
水

槽
を
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。
飼
槽

に
凸
凹
が
あ
る
と
残
飼
が
残
り
、
菌

が
繁
殖
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
飼
槽

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
費
用
は
か
か
り
ま

す
が
、
価
値
の
あ
る
投
資
で
す
。

②
子
牛
飼
養
環
境
の
消
毒

抵
抗
力
が
な
く
、
重
症
化
し
や
す

い
子
牛
の
発
症
防
止
の
た
め
、
飼
養

場
所
の
消
毒
が
有
効
で
す
。
消
毒
の

頻
度
を
高
め
、
細
菌
数
を
感
染
し
な

い
レ
ベ
ル
ま
で
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

石
灰
塗
布
は
動
力
噴
霧
を
使
っ
た

大
が
か
り
な
作
業
を
想
像
し
ま
す
が
、

最
近
は
万
能
ガ
ン
を
使
っ
た
手
軽
な

作
業
方
法
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ゼ
オ
ラ
イ
ト
入
り
石
灰
資

材
は
飛
散
し
に
く
い
、
乾
燥
が
早
い
、

脱
臭
効
果
も
期
待
で
き
る
と
い
っ
た

特
徴
が
あ
り
、
使
用
す
る
農
場
も
増

え
て
い
ま
す
。

良
質
粗
飼
料
や
水
の
給
与
、
換
気

な
ど
に
配
慮
し
、
乳
牛
の
抵
抗
力
を

落
と
さ
な
い
飼
養
管
理
も
大
切
で
す
。

ま
た
、
抵
抗
力
の
弱
い
産
褥
牛
や

子
牛
の
状
態
に
は
特
段
の
注
意
を
払

い
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

（
平
成
二
十
八
年
九
月
執
筆
）

来客用長靴を準備している
事例もあります。チェーンネットでカラス侵入防止

コーティングした飼槽

万能ガンを使った石灰塗布。こま
めな消毒が菌数レベルを下げる。

凸凹がある飼槽

夏
の
疲
れ
が
引
き
金
に
!?

サ
ル
モ
ネ
ラ
症
の
予
防
対
策

サ
ル
モ
ネ
ラ
症
に
つ
い
て

症
　
　
状
　
発
熱
、
食
欲
不
振
、

水
溶
性
の
下
痢
等

感
染
経
路
　
エ
サ
等
と
一
緒
に
口

か
ら
入
る
経
口
感
染
。
感
染
牛
か

ら
は
糞
便
と
と
も
に
多
量
の
菌
が

排
出
さ
れ
、
環
境
を
汚
染
す
る
。

感
染
源
　
保
菌
動
物
（
野
生
動

物
や
鳥
）、車
両
や
人（
靴
や
衣
服
）、

導
入
牛

万
能
ガ
ン（
※
）を
使
っ
た
石
灰
塗
布

　
①�

壁
等
に
つ
い
た
糞
や
汚
れ
を
こ
そ

げ
取
る
（
水
洗
は
不
要
）。

　
②�

石
灰
資
材
と
水
を
攪
拌
機
で
撹
拌

　
③�

万
能
ガ
ン
を
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
に

つ
な
ぎ
、
石
灰
塗
布
す
る
。

※
別
名
リ
シ
ン
ガ
ン
・
リ
ス
タ
ガ
ン
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